
求められる役割 ー 関連計画より ー
主な関連計画 策定主体 アリーナに関連する内容

第３次静岡市総合計画

（H26.12議決）
（計画期間:H27～R4）

静岡市

＜重点プロジェクト＞
●文化都市～人々が訪れてみたいと憧れを抱く個性あるまちづく
の推進～

●東静岡地区に、新たな賑わいと交流の核となる「文化・スポー
ツの殿堂」の整備を目指していく

＜各分野における重点的な取組＞
●観光・交流分野 国内外からの誘客と交流を推進
●文化・スポーツ分野 世界レベルの芸術文化・スポーツを楽し

む機会の拡大を推進

静岡市都市計画
マスタープラン

（H28.3改定）
（計画期間:H28～R17）

静岡市

＜東静岡副都心地区・・・都市づくりの核（重点地区）＞
●都市拠点（都市機能と人口が集積する場）
⇒定住人口の誘導、文化・スポーツ、国際交流、情報発信等

●都市型産業機能の集積
●魅力とにぎわいのある都市空間の形成
●交流人口の増加

駿河まなびのまちづくり
グランドデザイン

（R3.3策定）
（約20年先のまちの将来像）

静岡市

＜東静岡地区のまちづくりの考え方＞
●「文化・スポーツの殿堂」に相応しい拠点の整備・運営を検討
●プロスポーツの観戦や、エンターテイメント性の高い芸術・文化を
楽しむ場などを創出

●まちの賑わいづくりと学びの機会づくりを進める
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求められる役割 ー 市民ニーズより ー
市民アンケ―ト
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最高峰のプロスポーツ等が観戦できる

J-POP等ポピュラーミュージックのライブや
演劇・ミュージカル等、エンターテインメント性の

高い芸術文化を鑑賞できる

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない
どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

“文化・スポーツのまち”として静岡都心地区に期待するイメージを
実現するためには、新しい施設でどのようなことができるとよいか 

実施日 平成29年9月4日～9月19日
実施方法 13 歳以上の市民3,000 人等間隔無作為抽出
実施数 発送3,000通、有効回答1,081票（36％）

●静岡市民文化会館とアリーナとの複合化を検討する中で、平成29年度に
市民アンケートを実施
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地元勉強会
開催回 概 要
第１回

(R2.10.28)
●講演・意見交換（グループワーク）・・・48名参加
⇒学びや気づきがあったという意見、特に交通面の課題や不安に対する意見が寄せられた。

第２回
(R2.11.17)

●座談会・意見交換（グループワーク）・・・25名参加
⇒アリーナを誘致することへの期待が寄せられた。
⇒周辺環境への影響（デメリット）の対策、新型コロナの影響中でも需要が想定できるか、
市経済への影響等について、今後検討を要請する意見が寄せられた。

開催回 概 要

第１回
(R3.12.20)

●「10 年後の東静岡を考える」・・・23名参加
⇒「南北一体を進めて、様々な所から家族で集える東静岡」
⇒「地元・周辺の方々が魅力を感じる施設があり、幅広い世代の方が暮らすまち」

第２回
(R4.1.11)

●「もし東静岡にアリーナがあったら」・・・25名参加
⇒「プロスポーツの観戦」「音楽イベント」の想定
⇒周辺への影響や効果・・・「地域防災拠点としての連携」 「まちの景観との調和」

「回遊性の向上」
第３回

(アンケートのみ)
●「10年後の東静岡に、もしアリーナがあったら期待すること」・・・27名回答
⇒「プロスポーツの観戦」 「音楽イベント」 「地域経済の活性化」 「防災機能の充実」

市民ワークショップ

●地元住民・地元企業・大学生・高校生・その他有識者等を対象

●静岡市に在住または通学、通勤する高校生以上を対象

求められる役割 ー 市民ニーズより ー
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